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「
非
独
立
」
へ
の
道

　
　
　
－
一
九
四
〇
年
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
お
け
る
大
衆
民
主
党
の
成
立
－

は
じ
め
に

　
プ
エ
ル
ト
リ
コ
は
現
在
ア
メ
リ
カ
合
州
国
領
内
に
あ
っ
て
連
邦

に
は
加
入
せ
ず
、
国
連
の
認
可
の
も
と
に
自
治
領
と
し
て
機
能
す

る
、
「
自
曲
連
合
州
（
爵
一
邑
o
巨
σ
篶
＞
8
ユ
邑
o
＼
米
国
側
で

の
呼
称
は
O
o
昌
昌
冒
ミ
8
－
；
）
」
と
い
う
ス
テ
イ
タ
ス
を
維
持

し
て
い
る
。
一
八
九
八
年
「
ス
ペ
イ
ン
・
キ
ュ
ー
バ
．
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ア
メ
リ
カ
戦
争
」
の
際
の
米
国
に
よ
る
軍
事
占
領
以
来
、
同

島
は
米
国
と
の
関
係
性
を
絶
つ
こ
と
な
く
自
治
権
拡
大
を
も
く
ろ

む
と
い
う
独
自
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
結
節
点
は
、

一
九
五
二
年
の
自
治
法
「
自
由
連
合
州
法
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
も

っ
て
プ
エ
ル
ト
リ
コ
は
国
連
の
「
非
自
治
領
」
を
脱
し
、
合
州
国

の
一
連
邦
州
で
も
な
廿
れ
ぱ
独
立
国
で
も
な
い
ス
テ
イ
タ
ス
を
確

阿
　
　
部

、』ノ

涼

立
す
る
に
至
っ
た
。
「
民
族
自
決
u
独
立
」
の
路
線
と
は
異
な
る

ス
テ
イ
タ
ス
の
在
り
方
の
萌
芽
と
し
て
、
本
論
文
は
そ
の
前
史
と

な
る
一
九
四
〇
年
の
選
挙
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
一
九
三
八
年
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
新
政
党
が
誕
生
し
た
。
後
の
プ

エ
ル
ト
リ
コ
史
を
大
き
な
変
革
へ
と
導
い
た
こ
の
政
党
、
「
大
衆

民
主
党
（
霊
『
↓
己
o
巾
o
召
一
胃
忌
昌
o
R
ψ
一
8
一
以
下
P
P
D
と

略
記
）
」
は
、
一
九
四
〇
年
の
島
議
会
選
挙
で
実
質
的
勝
利
を
お

さ
め
た
。
P
P
D
の
登
場
は
、
そ
の
名
前
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「
大
衆
」
を
夕
ー
ゲ
ツ
ト
に
し
た
初
め
て
の
政
党
と
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
島
政
治
の
対
抗
関
係
を
一
新
す
る
勢
い
を

持
っ
て
い
た
。
表
1
－
①
、
②
に
、
一
九
三
六
年
か
ら
四
四
年
ま

で
の
得
票
数
な
ら
び
に
議
席
数
の
変
化
を
示
す
。
二
年
後
の
四
〇

年
に
は
早
く
も
三
七
・
八
％
の
得
票
率
で
第
一
党
と
な
っ
た
P
P
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表1　プエルトリコ議会選挙（1935－44年〕
o）ヨ轟属；萎宜の雪E｛ヒ

　　　　　　　　　　上院

O1呈ヨー盲日丁固昌101112旧M151冒11冊1臼

1筥3目年

1昌叩年

冊刷年

　　　　　　下院

03旧目121ヨ1目11室一！T303；3眉39

1明5年

1目40年

1目44年

亜共和党■社会党ロリペラル党口PPO
○共和覚■社会党ロリペラル党回苧即

有権者敷a）投籟著敬b）‘1
i　oヨ直年

1940年

1軸年

τ64．602

τ14．蝸O

T19．150

540，500

（了19瑞〕

55畠．851

（了96瑞〕

591．9丁畠

（日2珊〕

opp[J ~ ~ JL~: 

252, 46T 

(45 9~) 

1 30. 299 

(22 9~) 

38. G3a 

(5 5~) 

社会党

榊，呈杣

26洲
日了．胴1

15伽
冊．10－

115鴉〕

~~Qs~~ *2 

152 73g 

(27 8~) 

1 34. 582 

(23 7~) 

1 O1. 77g 

(17 2~) 

214

（ヨ丁

珊ヨ

（64

ε5丁

跳〕

280

凧〕

勺実爵の投票者数、カッコ内は投票率肺’囲1％白

叩カッコ内は投票考薮に占める割合。以下同様。

出典F畠m・由即・6nTo・o，互ユ昌仁仁加朋・y岬ユユt比o岳d昌肋趾舳月・o。，

　　　より作成．

PP　ユ73－20信。　ヨ08一ヨ4筥

D
は
、
そ
の
後
の
四
四
年
の
選
挙
で
も
得
票
率
六
四
・
七
％
、
上

院
で
ば
二
議
席
を
除
く
一
七
議
席
、
下
院
で
も
二
議
席
を
除
く
三

七
議
席
を
占
め
る
と
い
う
圧
勝
ぶ
り
で
、
そ
の
後
三
六
年
間
の
長

き
に
亙
っ
て
島
議
会
の
政
権
を
維
持
し
、
現
在
に
続
く
一
大
勢
力

と
な
っ
た
。
そ
の
初
代
党
首
と
な
っ
た
の
が
ル
イ
ス
・
ム
ニ
目

ス
・
マ
リ
ン
（
－
巨
ω
…
ζ
饒
O
N
…
胃
ぎ
－
O
O
㊤
O
0
1
－
㊤
O
O
O
）
で
あ
る
。

P
P
D
の
躍
進
に
伴
い
ム
ニ
ヨ
ス
・
マ
リ
ン
自
身
は
、
四
〇
年
に

上
院
議
長
に
就
任
、
四
八
年
に
は
初
の
民
選
知
事
と
し
て
四
期
一

六
年
の
あ
い
だ
知
事
の
座
に
就
い
た
。
現
在
に
至
る
島
の
政
治
的

ス
テ
イ
タ
ス
「
自
由
連
合
州
」
の
生
み
の
親
と
し
て
、
さ
ら
に
第

二
次
大
戦
後
に
始
ま
る
プ
エ
ル
ト
リ
コ
エ
業
化
の
推
進
者
と
し
て
、

彼
の
名
前
は
広
く
島
の
人
口
に
膳
灸
し
て
い
る
。

　
ム
ニ
ョ
ス
・
マ
リ
ン
と
P
P
D
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
済
改
革

主
義
的
側
面
や
ス
テ
イ
タ
ス
問
題
へ
の
寄
与
に
よ
っ
て
積
極
的
に

　
　
　
　
　
（
1
〕

評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
島
の
失
業
問
題
や
、
米

国
へ
流
入
し
た
移
民
の
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
化
、
米
国
の
資
本
を
導

入
し
た
四
〇
年
代
後
期
以
降
の
工
業
化
や
長
期
政
権
化
し
た
P
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

D
の
在
り
方
が
批
判
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
八
○
年
の
ム
ニ
ョ

ス
・
マ
リ
ン
の
死
後
、
文
書
館
の
整
備
も
あ
ウ
て
、
史
資
料
に
触

れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
政
治
家
の
個
人
史
と
し
て
思
想
史
的
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（
3
）

作
業
の
可
能
性
も
拓
か
れ
つ
つ
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
P
P
D
と
ム
ニ
目
ス
・
マ
リ
ン
に
纏
わ
る
問
題
群
の

な
か
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
島
の
ス
テ
イ
タ
ス
問
題
と

の
関
わ
り
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
は
P
P
D
の
原
点
と
も
い
え
る
四

〇
年
の
選
挙
を
問
い
直
す
試
み
で
あ
る
。
P
P
D
は
い
か
な
る
経

緯
で
誕
生
し
、
ど
の
様
に
四
〇
年
の
勝
利
を
手
に
し
た
の
か
。
ま

た
「
独
立
」
に
対
す
る
態
度
に
焦
点
を
当
て
、
広
く
現
在
に
至
る

歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
「
四
〇
年
」
は
何
を
我
々
に
提
示

し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

「
独
立
法
案
」
の
波
紋

　
三
〇
年
代
の
プ
エ
ル
ト
リ
コ
政
界
で
は
、
共
和
党
（
蟹
『
弐
き

雰
君
σ
＝
S
昌
）
、
社
会
党
（
霊
；
旨
ω
0
9
竺
ω
訂
）
、
リ
ベ
ラ

ル
党
（
霊
『
ま
o
＝
ぎ
邑
）
の
三
大
勢
カ
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

共
和
党
と
社
会
党
は
、
合
州
国
の
一
連
邦
州
と
な
る
こ
と
を
望
む

「
連
邦
加
入
派
」
と
い
う
点
で
合
意
し
、
連
合
「
コ
ア
リ
シ
オ
ン

（
O
o
竺
9
9
）
」
を
形
成
し
て
島
議
会
の
多
数
派
を
掌
握
し
て
い

た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
リ
ベ
ラ
ル
党
は
三
〇
年
代
に
入
っ
て
「
独

立
派
」
を
標
梼
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
米
国
ロ
ー
ズ

ペ
ル
ト
政
権
と
の
親
密
な
関
係
を
築
き
つ
つ
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
経
済
援
助
を
利
用
し
た
経
済
改
革
主
義
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
。

　
一
方
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
独
立
派
の
も
う
一
翼
を
担
っ
た
ナ
シ
目

ナ
リ
ス
ト
党
（
霊
；
ま
z
g
δ
畠
＝
ω
冨
）
は
、
三
二
年
の
選
挙

に
お
け
る
低
迷
か
ら
選
挙
活
動
を
停
止
し
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
運

動
と
な
っ
た
。
米
国
支
配
に
激
し
く
抵
抗
し
た
か
れ
ら
は
、
三
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
警
察
と
の
抗
争
を
激
化
さ
せ
、
三
六
年
二
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

米
国
人
警
察
長
官
の
暗
殺
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
対
し

三
六
年
四
月
米
国
上
院
が
プ
エ
ル
ト
リ
コ
ヘ
突
き
つ
け
た
の
が
突

然
の
独
立
法
案
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
独
立
法
案
」
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
で

独
立
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
実
施
を
要
求
す
る
法
案
で
あ
る
。

タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
連
邦
上
院
議
員
は
当
時
「
領
土
な
ら
び
に
島
喚

問
題
委
員
会
」
委
員
長
を
務
め
、
こ
の
前
年
に
は
一
〇
年
後
に
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
を
約
束
す
る
「
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
ー
－
マ
ク
ダ
フ

ィ
法
」
を
提
出
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
プ
エ
ル
ト
リ

コ
に
対
す
る
法
案
で
は
、
結
果
が
独
立
賛
成
で
あ
れ
ば
、
四
年
と

い
う
極
端
に
短
い
移
行
期
間
を
設
け
て
年
二
五
％
ず
つ
関
税
を
引

き
上
げ
る
と
い
う
、
経
済
的
配
慮
を
欠
く
内
容
を
持
っ
て
い
た
。

同
時
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
現
実
的
論
争

を
反
映
し
た
も
の
で
も
、
島
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
も
な
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か
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
政
府
に
と
っ
て
こ
の
法
象
提
出
は
、
三

〇
年
代
当
時
、
島
で
起
こ
ウ
た
ナ
シ
目
ナ
リ
ス
ト
の
反
米
闘
争
に

対
す
る
牽
制
と
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
世
論
の
沈
静
化
を
狙
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
内
務
長
官
ハ
ロ
ル
ド
・
千
ツ
キ
ー
ス

の
日
記
に
明
ら
－
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
「
独
立
」
に
つ

い
て
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
一
見
民
主
的
な
ポ
ー
ズ
で
あ

り
、
法
案
の
実
現
と
い
う
よ
り
は
、
提
出
自
体
を
目
的
と
し
て
い

た
。
ま
た
、
内
務
省
の
領
土
及
び
島
瞑
局
長
で
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
の
島
へ
の
導
入
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た
プ
エ
ル
ト
リ
コ
復
輿
局

（
、
巨
①
ユ
o
　
聖
s
目
　
カ
8
o
豪
苛
巨
o
ご
o
自
　
＞
μ
目
ま
尿
旨
呉
－
o
『

勺
宛
カ
＞
）
の
局
長
も
兼
任
し
、
島
の
問
題
に
精
通
し
た
ア
i
ネ
ス

ト
．
グ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
（
宰
篶
9
｝
9
ξ
Ω
；
昌
三
〇
q
）
が
法

案
作
成
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
、
波
紋
を
大
き
く
し
た
。

彼
は
独
立
法
案
に
際
し
て
島
側
の
意
見
を
傾
聴
す
る
姿
勢
も
な
く
、

経
済
的
に
困
難
な
法
案
で
あ
る
こ
と
も
充
分
に
認
識
し
て
い
た
か

　
　
（
6
）

ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
と
っ
て
は
青
天
の
震
麗
と
も
い
う

べ
き
突
然
の
法
案
提
出
で
あ
り
、
政
界
に
動
揺
を
与
え
、
こ
の
法

案
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
噴
出
し
た
。
先
述
の
「
連
邦
加
入

派
」
の
う
ち
、
社
会
党
党
首
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
イ
グ
レ
シ
ア
ス

（
ω
彗
3
o
q
o
掃
篶
巴
鶉
霊
旦
一
目
）
は
、
こ
の
法
案
が
「
不
条
理

で
専
横
的
」
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
と
こ
ろ
が
共
和
党
の
ナ
ダ
ル

（
寄
｝
竃
一
ζ
胃
ご
富
N
2
邑
ξ
は
、
米
国
議
会
の
頑
迷
な
態
度

に
、
連
邦
加
入
が
か
な
わ
な
い
な
ら
独
立
も
や
む
を
得
な
い
と
し

て
、
独
立
法
案
を
支
持
す
る
と
い
う
混
迷
ぶ
り
さ
え
み
せ
た
。
し

か
し
三
六
年
の
選
挙
に
際
し
て
は
、
共
和
・
社
会
党
は
再
度
、
連

邦
加
入
支
持
と
コ
ア
リ
シ
オ
ン
の
維
持
を
確
認
し
、
政
権
の
存
続

　
　
　
（
7
）

を
は
か
っ
た
。

　
「
独
立
派
」
の
リ
ベ
ラ
ル
党
内
部
で
は
、
党
主
バ
ル
セ
ロ
（
＞
亨

↓
〇
三
〇
霊
『
8
6
）
が
「
た
と
え
飢
え
て
死
の
う
と
も
」
独
立
す
べ

き
と
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
独
立
派
を
標
梼
し
つ
つ
も

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
た
ム
ニ
冒
ス
・
マ
リ

ン
は
、
「
米
国
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
が
独
立
へ
向
け
て
経
済
的
に

自
立
で
き
る
よ
う
に
準
備
す
る
責
任
が
あ
る
は
ず
。
タ
イ
デ
ィ
ン

グ
ス
独
立
法
案
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
独
立
を
も
た
ら
す
が
、
同
時

に
人
々
を
経
済
的
困
窮
に
縛
り
付
け
る
」
と
、
独
立
法
案
に
反
対

す
る
独
立
派
と
い
う
微
妙
な
立
場
を
採
り
、
バ
ル
セ
ロ
と
の
不
協

　
　
　
　
（
8
）

和
音
を
み
せ
た
。
ム
ニ
ヨ
ス
・
マ
リ
ン
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
官
僚
に

積
極
的
に
独
立
法
案
の
見
直
し
を
検
討
す
る
よ
う
覚
え
書
き
を
提

出
す
る
一
方
で
、
島
の
リ
ベ
ラ
ル
党
に
お
い
て
は
三
六
年
の
選
挙
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戦
へ
の
不
参
加
戦
略
（
寄
↓
邑
邑
雪
8
）
を
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
独
立
派
の
母
胎
で
あ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
党
の
選
挙
で
の
敗
。

北
が
、
米
国
に
と
っ
て
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
住
民
の
独
立
反
対
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

志
表
示
と
も
映
り
か
ね
な
い
こ
と
を
危
倶
し
た
の
で
あ
る
。
リ
ベ

ラ
ル
党
を
二
分
し
て
争
わ
れ
た
こ
の
提
案
が
一
九
三
六
年
六
月
の

党
大
会
に
お
い
て
敗
北
す
る
と
、
ム
ニ
ヨ
ス
・
マ
リ
ン
は
「
リ
ベ

ラ
ル
党
左
派
」
と
呼
ぱ
れ
た
自
派
閥
を
率
い
て
党
か
ら
の
離
脱
を

決
意
し
三
六
年
選
挙
で
の
立
候
補
を
辞
退
し
た
。

　
こ
の
三
六
年
の
選
挙
で
は
、
共
和
・
社
会
コ
ア
リ
シ
オ
ン
の
連

邦
加
入
派
と
リ
ベ
ラ
ル
の
独
立
派
と
い
う
対
抗
図
式
は
、
表
面
的

に
は
温
存
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
米
国
か
ら
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
の
導
入
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
優
勢
で
あ
る
と
目
さ
れ
た
リ

ベ
ラ
ル
党
が
僅
差
で
敗
北
し
、
独
立
法
案
を
め
ぐ
る
党
の
内
部
分

裂
が
深
刻
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。

　
ム
ニ
ョ
ス
・
マ
リ
ン
の
グ
ル
ー
プ
は
三
六
年
八
月
二
八
日
、
ま

ず
「
社
会
独
立
派
運
動
（
ぎ
9
9
ω
0
9
｝
；
ま
著
彗
O
彗
募
訂
一

＞
2
）
」
と
名
乗
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成
、
三
七
年
六
月
に
は

「
我
々
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
独
立
の
種
子
で
あ
る
」
と
宣
言
し
て
分

離
を
表
明
し
、
新
党
結
成
準
備
に
入
う
た
。
そ
し
て
三
八
年
七
月

二
二
日
「
大
衆
民
主
党
（
霊
ま
α
O
勺
暑
巨
彗
U
O
冒
◎
9
凹
饒
8
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

を
結
成
す
る
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
三
八
年
一
〇
月
、
リ
ベ
ラ
ル
党
で
は
影
響
力
の
強
・
か
っ
た
党
首

バ
ル
セ
ロ
が
死
亡
し
、
サ
ン
テ
ィ
バ
ー
ニ
ェ
ス
（
－
o
瓢
ヵ
與
ま
－

『
竃
ω
彗
饒
σ
螢
g
）
が
党
首
と
な
っ
た
。
こ
の
他
に
も
三
六
年
か

ら
次
の
四
〇
年
選
挙
ま
で
の
問
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
政
界
全
体
に
、

党
首
達
の
相
次
ぐ
死
去
に
伴
う
世
代
交
替
や
、
経
済
問
題
へ
の
対

応
の
違
い
を
め
ぐ
る
対
立
な
ど
か
ら
、
内
部
分
裂
が
進
行
し
た
時

期
と
な
っ
た
。
社
会
党
は
米
国
A
F
L
と
連
携
す
る
労
働
組
合
F

L
T
（
幕
α
睾
害
6
コ
巨
σ
冨
⇒
き
凹
－
ぎ
o
『
9
）
を
支
持
母
体
に

持
ち
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
経
済
改
革
を
主
張
し
て
い
た
。
し

か
し
三
二
年
以
降
は
政
権
内
に
あ
り
な
が
ら
、
共
和
党
と
の
連
合

関
係
維
持
の
た
め
に
そ
の
指
導
力
を
発
揮
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ

た
。
三
九
年
に
創
設
者
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
死
亡

し
、
ボ
リ
ー
バ
ル
・
バ
ガ
ン
　
（
｝
O
旨
＜
胃
勺
與
①
q
岬
コ
）
が
コ
ア
リ
シ

オ
ン
維
持
を
継
承
す
る
と
、
リ
ベ
ラ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
（
雲
く
①
s

…
嘗
葦
9
は
分
離
し
て
新
た
に
「
純
正
労
働
党
（
勺
胃
ま
o
〔
－

σ
O
ユ
ω
冨
舌
8
）
｛
ピ
勺
」
を
結
成
し
た
。
一
方
共
和
党
は
、
世

紀
転
換
期
以
降
に
伸
張
し
た
糖
業
利
害
と
結
び
つ
き
な
が
ら
そ
の

支
持
基
盤
を
拡
大
し
て
き
た
。
し
か
し
一
九
三
四
年
に
成
立
し
た

米
国
の
「
砂
糖
割
当
法
」
に
よ
り
米
国
市
場
へ
の
自
由
な
参
入
が
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制
限
さ
れ
、
そ
の
パ
イ
を
め
ぐ
っ
て
米
国
系
大
資
本
に
支
え
ら
れ

た
糖
業
と
、
現
地
の
中
小
規
模
甘
蔵
プ
ラ
ン
タ
ー
と
の
問
に
軋
蝶

が
生
じ
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
農
地
改
革

を
支
持
す
る
層
が
リ
ベ
ラ
ル
（
そ
の
後
の
P
P
D
）
支
持
へ
流
出

す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
選
挙
直
前
の
四
〇
年
七
月
、

共
和
党
で
は
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
的
存
在
で
あ
っ
た
ガ
ル
シ
ア
・
メ

ン
デ
ス
（
ζ
釘
仁
①
－
＞
目
o
q
9
Ω
印
s
武
…
凧
目
ρ
竃
）
が
、
そ
れ
以
山
削

か
ら
問
題
視
し
て
い
た
社
会
党
と
の
コ
ア
リ
シ
オ
ン
維
持
へ
の
反

発
と
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
で
は
な
く
む
し
ろ
レ
ソ
セ
・
フ
ェ
ー
ル

的
な
改
革
を
主
張
し
て
、
選
挙
後
ま
も
な
く
死
亡
す
る
ナ
ダ
ル
を

離
れ
て
新
た
に
「
進
歩
的
共
和
党
（
蟹
『
巨
o
⊂
邑
3
零
君
；
－

8
量
？
o
零
鶉
季
賞
勺
o
カ
勺
）
」
を
結
成
し
た
。
ム
ニ
目
ス
・

マ
リ
ン
の
リ
ベ
ラ
ル
党
離
党
後
、
共
和
党
も
社
会
党
も
分
裂
し
、

新
旧
交
代
と
同
時
に
政
界
は
再
編
成
へ
と
向
か
う
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
「
コ
ア
リ
シ
オ
ン
」
に
対
抗
す
る
た
め
、
リ
ベ
ラ
ル

党
と
P
L
P
，
P
U
R
P
の
三
党
は
「
三
派
統
一
党
（
霊
『
↓
巳
o

C
巨
⇒
8
9
3
↓
ユ
寝
『
睾
印
一
以
下
P
U
T
と
略
記
）
」
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
リ
ベ
ラ
ル
党
対
共
和
・
社
会
「
コ
ア
リ
シ
オ
ン
」
と

い
う
対
抗
関
係
は
解
体
し
、
「
コ
ア
リ
シ
才
ン
」
、
P
U
T
，
P
P

D
と
い
う
三
つ
の
勢
力
の
奇
妙
な
対
抗
関
係
と
な
っ
て
四
〇
年
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

挙
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
既
存
の
政
党
の
再
編
・
連
合
の
な
か
に
あ
っ
て
、
P
P
D
は
新

進
気
鋭
の
政
党
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
機
会
を
得
た
。
ま
た
三

六
年
に
は
選
挙
管
理
法
が
整
備
さ
れ
、
四
〇
年
選
挙
で
は
不
正
投

票
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
買
収
資
金
を
持
た
な
い
P
P
D
に
好

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

都
合
な
展
開
と
な
っ
た
。
し
か
し
何
よ
り
も
P
P
D
の
勝
利
を
確

実
に
し
た
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
党
左
派
か
ら
継
承
し
た
経
済
改
革
主

義
と
、
既
存
の
政
党
に
は
見
ら
れ
卒
か
っ
た
、
一
般
大
衆
へ
向
け

ら
れ
た
ポ
プ
リ
ス
モ
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
牽
引
力
だ
っ
た

の
で
あ
る
。二

　
P
P
D
の
支
持
基
盤

　
四
〇
年
選
挙
の
結
果
は
表
1
－
②
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
P
P

D
二
一
万
四
八
五
七
票
（
三
七
・
八
％
）
、
共
和
党
二
二
万
四
五

八
二
票
（
二
三
・
七
％
）
、
社
会
党
八
万
七
八
四
一
票
（
一
五
・

四
％
）
、
P
U
T
二
二
万
〇
二
九
九
票
（
二
二
・
九
％
）
で
あ
っ

た
。
共
．
社
を
併
せ
た
「
コ
ア
リ
シ
オ
ン
」
は
三
九
・
一
％
で
、

得
票
数
の
う
え
で
は
一
二
二
％
の
僅
差
で
P
P
D
を
上
回
っ
た
。

し
・
か
し
議
席
数
で
は
、
上
院
は
P
P
D
一
〇
議
席
、
コ
ア
リ
シ
オ

ン
九
議
席
、
下
院
は
コ
ア
リ
シ
才
ン
と
P
P
D
は
同
数
の
一
八
議
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PPDのシンボルマーク

魯
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席
を
得
て
両
者
は
伯
仲
し
た
。
下
院
の
三
議
席
を
獲
得
し
た
P
U

T
は
P
P
D
に
同
調
す
る
方
針
を
固
め
た
の
で
、
上
・
下
院
と
も

に
P
P
D
は
実
質
的
な
多
数
派
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
三
六

年
と
の
比
較
か
ら
、
各
党
の
減
少
分
が
P
P
D
へ
流
出
し
た
こ
と

が
判
る
。
な
か
で
も
リ
ベ
ラ
ル
党
支
持
の
大
多
数
は
事
実
上
P
P

D
が
吸
収
し
た
。
こ
の
こ
と
は
当
選
し
た
P
P
D
の
議
員
の
う
ち

上
・
下
院
併
せ
て
六
名
が
、
も
と
リ
ベ
ラ
ル
党
の
議
員
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
P
P
D
の
出
現
は
社
会
党
の
得
票
数
の
大
幅
な
減
少
に
も

影
響
し
て
い
る
。
社
会
党
は
、
労
働
者
の
権
利
保
護
を
唱
い
、
経

済
問
題
を
重
視
し
た
政
党
で
あ
っ
た
が
、
三
〇
年
代
の
共
和
党
と

の
連
合
に
よ
う
て
、
そ
の
革
新
性
を
希
薄
に
し
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
経
済
改
革
を
前
面
に
押
し
出
し
、
具
体
的
な
政
策
案
を

提
示
す
る
P
P
D
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
従
来
社
会
党
の
票
田
と

な
っ
て
き
た
労
働
者
層
に
強
く
訴
え
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年

七
月
二
一
日
、
選
挙
を
目
前
に
し
て
首
都
サ
ン
フ
ァ
ン
の
競
技
場

で
行
わ
れ
た
P
P
D
の
党
大
会
で
は
、
ま
ず
、
他
の
政
党
と
の
同

盟
・
連
合
を
し
な
い
こ
と
や
、
辺
境
の
人
々
を
直
接
代
表
す
る
党

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
後
で
、
P
P
D
が
推
進
す
る

具
体
的
な
政
策
案
が
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
不
在
地
主
や
大

土
地
所
有
に
対
抗
す
る
た
め
の
農
地
改
革
や
農
業
労
働
者
保
護
な

ど
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
政
策
を
継
承
す
る

諸
計
画
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
様
な
政
策
案
を
う
け
て
、
社
会

党
系
の
労
働
組
合
F
L
T
を
忌
避
し
て
結
成
さ
れ
た
C
G
T

（
O
o
自
8
α
①
冨
o
6
自
O
⑦
箏
胃
邑
↓
『
與
σ
ど
印
o
o
『
窃
）
が
、
P
P
D
の

支
持
を
決
定
し
た
こ
と
ポ
、
P
P
D
の
勝
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の

　
　
（
旧
）

で
あ
る
。

　
P
P
D
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
麦
わ
ら
帽
子
「
パ
バ

（
霊
く
饅
）
」
を
か
ぶ
る
「
ヒ
バ
ロ
（
旨
σ
彗
O
）
」
の
横
顔
で
あ
っ
た

（
図
1
）
。
ヒ
バ
ロ
は
、
元
来
、
都
市
と
隔
絶
し
て
生
活
し
た
プ
エ
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ル
ト
リ
コ
の
山
間
部
に
暮
ら
す
混
血
の
貧
農
を
意
味
し
た
。
し
か

一
し
フ
オ
ー
ク
ロ
ア
や
文
学
の
題
材
と
し
て
、
徐
々
に
半
自
給
自
足

的
生
活
を
お
こ
な
う
プ
エ
ル
ト
リ
コ
民
衆
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ

て
い
た
。
ム
ニ
目
ス
・
マ
リ
ン
も
ヒ
バ
ロ
を
最
も
プ
ェ
ル
ト
リ
コ

的
な
存
在
と
捉
え
て
お
り
、
貧
し
く
と
も
自
分
の
家
と
畑
を
も
ち
、

豆
と
米
の
充
分
な
食
事
を
し
、
仕
事
の
終
わ
り
に
は
景
気
付
け
の

一
杯
の
ラ
ム
酒
と
歌
が
あ
る
、
そ
れ
な
り
に
満
ち
足
り
た
ヒ
パ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

の
生
活
を
、
理
想
的
に
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
に
一
票
を
投
じ
た
の
は
ど
の
様
な
人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
P
P
D
は
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代
か
ら
の
伝
統
的
都
市
で
、

社
会
の
上
層
階
級
の
集
中
す
る
首
都
サ
ン
フ
ア
ン
で
は
議
席
を
得

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
大
半

を
占
め
た
農
村
地
域
に
つ
い
て
乃
つ
少
し
詳
細
に
検
討
㌔
馳
。

　
図
皿
は
下
院
の
議
席
獲
得
地
区
を
政
党
別
に
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
表
■
に
下
院
選
挙
区
の
な
か
か
ら
、
農
村
部
の
代
表
的

な
地
域
を
採
り
上
げ
、
そ
の
農
地
の
特
徴
を
ま
と
め
た
。
下
院
は

選
挙
区
に
つ
い
て
定
員
一
名
の
議
席
を
争
う
た
め
、
よ
り
地
域
的

特
徴
が
反
映
さ
れ
や
す
い
。
ま
ず
対
立
す
る
「
コ
ア
リ
シ
オ
ン
」

や
共
和
党
の
勢
力
圏
で
あ
つ
た
海
岸
部
の
フ
ア
ハ
ル
ド
（
霊
寸
H
－

q
o
）
、
グ
ア
ニ
カ
（
o
目
映
邑
o
與
）
、
サ
ン
タ
・
イ
サ
ベ
ル
（
ω
回
目
冨

尿
き
Φ
一
）
、
サ
リ
ナ
ス
（
ω
豊
冨
ω
）
の
四
地
区
は
、
い
ず
れ
も
会

社
の
経
営
管
理
に
よ
る
大
規
模
甘
蕨
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
一
甘

蔵
を
輸
出
用
の
粗
糖
に
加
工
す
る
「
セ
ン
ト
ラ
ル
」
と
呼
ぱ
れ
た

製
糖
工
場
の
存
在
す
る
地
域
で
あ
つ
た
。
特
に
総
農
場
面
積
の
九

四
⊥
ハ
％
を
甘
薦
農
場
が
占
め
る
サ
ン
タ
・
イ
サ
ベ
ル
で
は
、
全

農
場
数
の
三
七
．
五
％
に
相
当
す
る
会
社
管
理
農
場
が
、
総
農
場

面
積
の
九
九
・
六
％
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ヨ
ン
は
、
サ
ン
タ
・
イ
サ
ベ
ル
で
三
七
〇
〇
ク
エ
ル
ダ
ス
・

サ
リ
ナ
ス
で
四
〇
〇
〇
ク
エ
ル
ダ
ス
（
一
ク
エ
ル
ダ
は
約
O
・
九

七
工
－
力
1
）
と
い
う
圧
倒
的
な
農
場
規
模
を
誇
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
地
域
の
セ
ン
ト
ラ
ル
は
い
ず
れ
も
「
四
大
会
社
」
と
呼
ぱ

れ
た
米
国
系
製
糖
業
の
所
有
で
あ
り
、
大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
解
体
を
進
め
よ
う
と
し
た
P
P
D
と
、
米
国
資
本
を
背
景
と

し
た
糖
業
利
害
と
の
対
立
が
鮮
明
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
山
間
部
の
町
バ
ラ
ン
キ
ー
タ
（
■
彗
轟
ε
巨
3
ω
）
は
、

リ
ベ
ラ
ル
党
支
持
か
ら
P
P
D
支
持
に
変
化
し
た
典
型
的
な
地
域

で
あ
る
。
農
業
構
造
の
変
化
、
特
に
コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
縮
小
で
打

撃
を
受
け
た
パ
ラ
ン
キ
ー
タ
は
、
四
〇
年
時
点
で
は
、
商
品
作
物

と
し
て
の
コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
と
、
食
料
生
産
を
相
補
的
に
行
う

複
合
的
な
農
業
形
態
を
持
つ
地
域
で
あ
つ
た
。
ま
た
土
地
所
有
形
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態
も
自
作
農
と
借
地
農
が
全
農
場
数
、
面
積
の
ほ
ぼ
全
体
を
占
め
、

農
場
平
均
規
模
も
二
〇
ク
エ
ル
ダ
ス
以
下
の
零
細
規
模
の
生
産
者

が
多
か
っ
た
。
世
紀
転
換
期
の
リ
ベ
ラ
ル
党
勢
力
の
巨
頭
ム
ニ
ョ

ス
．
リ
ベ
ラ
の
生
誕
地
で
も
あ
う
た
が
、
三
八
年
の
P
P
D
結
成

以
降
は
息
子
ム
ニ
ヨ
ス
・
マ
リ
ン
の
新
政
党
の
重
要
な
拠
点
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
海
岸
部
の
甘
蕨
生
産
地
域
に
お
い
て
も
、
ル
キ
ト
ジ
ョ

（
「
信
、
…
o
）
の
よ
う
に
、
P
P
D
が
最
初
に
支
持
を
集
め
た
地
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域
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
海
岸
の
平
野
部
に
甘
薦
栽
培
業
者
が
多

数
存
在
し
、
隣
接
す
る
フ
ア
ハ
ル
ド
（
憲
寸
己
o
）
地
区
と
比
較

す
る
と
、
や
や
自
作
地
が
多
く
規
模
が
小
さ
い
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
ル
キ
ー
ジ
目
地
区
か
ら
当
選
し
た
ピ
ニ
ェ
ー
口
（
』
窪
臣

↓
。
里
饒
雪
O
）
議
員
は
、
中
小
規
模
の
甘
薦
栽
培
者
の
団
体
「
コ

ロ
ノ
連
盟
（
ま
O
o
壷
9
3
忌
O
〇
一
昌
畠
）
」
の
代
表
で
、
後
に

現
地
人
で
は
初
め
て
の
（
そ
し
て
米
国
大
統
領
に
よ
る
指
名
と
し

て
は
最
後
の
）
プ
エ
ル
ト
リ
コ
知
事
と
な
つ
た
人
物
で
も
あ
る
。

そ
れ
以
前
は
共
和
党
支
持
層
を
成
し
て
い
た
糖
業
利
害
の
中
で
、

現
地
資
本
を
代
表
す
、
の
支
持
錐
得
は
、
。
。
。
を
躍

進
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
東
部
地
域
の

カ
リ
ブ
海
側
の
ウ
マ
カ
オ
（
＝
巨
∋
四
8
o
）
地
区
で
も
P
P
D
は

議
席
を
得
て
い
る
。
こ
の
地
区
は
、
ニ
ユ
ー
デ
イ
ー
ル
の
導
入
で

実
現
し
た
公
営
の
セ
ン
ト
ラ
ル
と
実
験
農
場
ラ
フ
ア
イ
エ
ツ
ト

（
9
武
言
豪
）
が
あ
り
、
P
P
D
の
前
身
で
あ
る
リ
ベ
ラ
ル
党

左
派
の
時
代
か
ら
、
経
済
改
革
の
恩
恵
を
受
け
た
地
域
で
あ
つ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
「
大
衆
」
の
名
の
下
に
集
ま
つ
た
P
P
D
の
支

持
母
体
の
一
端
は
、
ω
小
規
模
、
な
い
し
は
零
細
な
農
場
で
、
商

晶
作
物
と
食
料
生
産
を
複
合
的
に
行
う
山
閻
部
農
民
（
元
来
の

「
ヒ
バ
ロ
」
の
姿
に
最
も
近
い
人
々
と
い
え
る
）
、
⑫
糖
業
部
門
の

う
ち
米
国
資
本
系
の
糖
業
と
対
立
し
た
、
現
地
資
本
を
担
う
中
小

規
模
の
甘
薦
栽
培
者
、
㈹
ニ
ユ
ー
デ
イ
ー
ル
の
農
地
改
革
の
恩
恵

に
浴
し
た
農
民
な
ど
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
「
ヒ
バ
ロ
」
の
シ
ン

ボ
ル
は
、
P
P
D
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
「
プ
エ
ル
ト
リ
コ
辺

境
の
大
衆
」
イ
メ
ー
ジ
ヘ
と
拡
大
さ
れ
て
い
つ
・
た
の
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
、
農
村
部
の
土
地
を
持
た
な
い
労
働
者
も
ま
た
、
P
P

D
の
重
要
な
支
持
層
を
成
し
て
い
。
た
。
こ
の
様
な
人
々
は
、
い

か
に
し
て
P
P
D
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
動
員
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
　
社
会
正
義
と
独
立

　
P
P
D
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
島
の
一
般
大
衆
へ
直
接
語
り
か

け
る
草
の
根
的
な
側
面
を
持
づ
て
い
た
。
ム
ニ
目
ス
．
マ
リ
ン
は
、

夜
間
や
日
曜
日
を
利
用
し
て
開
い
た
集
会
の
場
へ
直
接
出
向
い
て

は
一
ラ
フ
な
服
装
で
、
難
解
塗
言
葉
を
避
け
、
生
活
に
密
着
し
た

言
葉
で
、
人
々
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
語
り
合
つ
た
と
い
う
。
ま

た
理
念
で
は
な
く
農
地
改
革
を
中
心
と
し
た
具
体
的
な
政
策
を
提

案
す
る
。
そ
の
よ
う
な
農
村
の
大
衆
に
照
準
を
合
わ
せ
た
「
ポ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

リ
ス
モ
」
の
手
法
が
、
P
P
D
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。

　
P
P
D
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
層
効
果
的
に
各
地
へ
伝
え
た
の
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
新
聞
『
エ
ル
・
バ
テ
イ
』
で
あ
る
。
「
エ
ル
．
バ
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テ
イ
」
と
は
集
会
小
屋
を
意
味
す
る
、
大
衆
の
語
ら
い
の
場
の
象

徴
で
、
こ
こ
で
様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ロ
i
ガ
ン
が
繰
り
返
し

伝
え
ら
れ
た
。
三
九
年
四
月
に
は
「
投
票
と
は
搾
取
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
唯
一
の
武
器
で
あ
る
。
投
票
と
は
パ
ン
、
土
地
、
自
曲
、

正
義
を
必
要
と
し
て
い
る
あ
な
た
達
の
政
府
に
す
る
た
め
に
、
あ

な
た
が
持
っ
て
い
る
唯
一
の
武
器
で
あ
る
」
と
い
う
、
ム
ニ
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ス
・
マ
リ
ン
の
記
名
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
中

で
、
選
挙
に
お
け
る
住
民
の
一
票
の
重
要
性
を
説
き
、
投
票
に
纏

わ
る
金
銭
的
授
受
を
批
判
し
、
「
家
族
と
自
分
の
土
地
を
守
る
た

め
に
」
投
票
権
を
行
使
す
る
こ
と
の
尊
厳
的
意
味
を
与
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
農
村
部
に
お
け
る
民
主
的
選
挙
の
教
化
活
動
は
、
当

初
か
ら
大
衆
政
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
要
な
一
側
面
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
o

　
し
か
し
二
年
間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
問
に
重
要
な
変
化
が
見
ら

れ
た
。
そ
れ
が
「
独
立
」
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。
三
八
年
に
結

党
し
て
間
も
な
い
P
P
D
で
は
、
そ
の
構
成
員
の
多
く
が
、
ム
ニ

目
ス
・
マ
リ
ン
を
含
め
て
、
「
独
立
派
」
で
あ
っ
た
。
三
九
年
初

頭
ま
で
は
党
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
独
立
支
持
は
、

し
か
し
、
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
を
進
め
る
中
で
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る

　
　
（
”
）

の
で
あ
る
。
そ
し
て
四
〇
年
ま
で
に
は
「
ス
テ
イ
タ
ス
は
次
回
の

選
挙
で
は
争
点
で
は
な
い
」
と
の
方
針
が
徹
底
的
に
喧
伝
さ
れ
た

　
　
（
2
0
）

の
で
あ
る
。
先
述
の
四
〇
年
の
党
大
会
で
も
、
政
策
綱
領
の
一
つ

と
し
て
ス
テ
イ
タ
ス
問
題
に
つ
い
て
は
改
め
て
住
民
投
票
を
提
案

す
る
こ
と
を
公
約
す
る
に
と
ど
め
、
ま
た
そ
の
際
の
選
択
肢
と
し

て
連
邦
加
入
も
同
様
に
挙
げ
る
な
ど
、
独
立
派
的
色
彩
を
希
薄
化

　
　
　
（
別
〕

さ
せ
て
い
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
そ
の
よ
う
な
経
済
重
視
の
方
針
を

反
映
し
て
、
「
パ
ン
、
土
地
、
そ
し
て
自
由
」
を
掲
げ
た
。
さ
ら

に
P
P
D
の
党
員
が
「
独
立
」
を
語
る
こ
と
は
公
私
と
も
に
禁
じ

ら
れ
た
。
ム
ニ
目
ス
・
マ
リ
ン
は
、
政
治
的
な
独
立
だ
け
で
は
自

由
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
自
由
と
は
ま
ず
人
間
ら
し
い
生
活

を
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
保
障
さ
れ
て
初
め
て
、
独
立
は
自
由
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

味
す
る
の
だ
と
の
説
得
を
行
っ
た
。

　
ス
テ
イ
タ
ス
を
争
点
か
ら
は
ず
す
と
い
う
徹
底
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
経
済
改
革
を
第
一
と
す
る
方
針
と
表
裏
一
体
を
成
す
も

の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
衆
政
党
と
し
て
多
様
な
支
持
層
を
開
拓

す
る
際
に
、
先
述
の
コ
ロ
ノ
や
C
G
T
な
ど
「
連
邦
加
入
派
」
か

ら
転
向
し
た
グ
ル
ー
プ
を
包
含
し
て
い
っ
た
こ
と
と
も
深
く
関
わ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
独
立
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
、
貧

困
か
ら
の
脱
却
と
い
う
現
実
的
な
選
択
肢
が
P
P
D
の
勝
因
で
あ

っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
「
今
回
の
選
挙
で
は
争
点
に
し
な
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
完
全
に
否
定
で
は
な
い
だ
け
に
解
釈
の
余
地
を
残

し
、
「
そ
の
先
の
独
立
」
へ
と
期
待
感
を
喚
起
さ
せ
る
表
現
と
な

っ
た
。
ま
た
『
エ
ル
・
パ
テ
イ
』
と
と
も
に
配
布
さ
れ
た
ム
ニ
目

ス
・
マ
リ
ン
に
よ
る
『
問
答
集
（
o
ミ
§
渚
§
o
き
－
き
雨
ミ
◎
）
』

に
は
、
独
立
に
よ
る
自
治
を
称
揚
す
る
一
方
、
連
邦
加
入
に
伴
う

経
済
的
な
負
担
な
ど
が
示
さ
れ
、
彼
の
葬
公
式
の
独
立
志
向
を
表

現
し
た
も
の
と
解
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
κ
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使

用
さ
れ
た
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
彼
ら
が
「
独
立
派
」
で
あ
る
こ

と
を
象
徴
し
て
い
た
。
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た
ヒ
バ
ロ
の
絵
に
込
め

ら
れ
た
「
プ
エ
ル
ト
リ
コ
的
な
も
の
」
へ
の
愛
着
は
、
そ
の
一
例

で
あ
る
。
ま
た
P
P
D
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
車
か
ら
拡
声
器
で
繰
り

返
し
流
さ
れ
た
の
は
、
独
立
派
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
流
布
し
て
い

た
ボ
レ
ロ
の
名
曲
『
ラ
メ
ン
ト
・
ボ
リ
ン
カ
ノ
（
卜
S
§
§
δ
■
O
－

、
§
§
O
）
』
で
あ
っ
た
。
「
ボ
リ
ン
カ
ノ
」
と
は
ス
ペ
イ
ン
支
配

以
前
の
島
の
呼
称
で
あ
り
、
こ
の
曲
は
第
二
の
プ
エ
ル
ト
リ
コ
国

歌
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
エ
ル
・
ヒ
バ
リ
ー
ト

Q
、
さ
ぎ
ミ
o
）
』
の
別
名
で
も
知
ら
れ
、
当
時
の
農
村
の
貧
困
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

リ
ア
ル
に
描
く
歌
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
P
P
D
は
、
大
衆
党
と
し
て
の
勝
利
と
同
時

に
、
独
立
派
と
し
て
の
矛
盾
を
包
含
し
て
し
ま
っ
た
。
米
国
側
か

ら
突
き
つ
け
ヶ
れ
た
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
独
立
法
案
は
、
現
実
的
な

選
択
肢
と
し
て
の
独
立
に
疑
念
を
抱
か
せ
た
。
そ
の
結
果
「
社
会

正
義
」
（
即
ち
経
済
的
な
救
済
）
と
「
独
立
の
理
想
」
は
、
プ
エ

ル
ト
リ
コ
に
お
い
て
は
両
立
の
不
可
能
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
四
〇
年
の
時
点
で
、
P
P
D
は
、

未
だ
捨
て
ら
れ
な
い
理
想
と
し
て
「
独
立
」
を
抱
え
込
ん
で
し
ま

っ
た
。
P
P
D
と
独
立
派
と
の
共
存
が
困
難
に
な
る
の
は
、
独
立

派
切
り
捨
て
が
行
わ
れ
る
四
〇
年
代
以
降
の
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　
一
九
五
一
年
、
自
由
連
合
州
の
成
立
を
目
前
に
し
た
ム
ニ
目

ス
・
マ
リ
ン
は
、
山
問
部
の
町
バ
ラ
ン
キ
ー
タ
で
演
説
し
、

「
我
々
は
国
を
愛
す
る
精
神
を
独
立
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
独
立
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ

を
愛
す
る
気
持
ち
と
相
容
れ
な
い
よ
う
に
恩
え
た
の
で
す
。
困
難

な
過
程
は
、
一
九
三
六
年
、
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
独
立
法
案
が
提
出

さ
れ
た
と
き
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
一
方
で
抽
象
的

な
愛
国
心
か
ら
我
々
の
多
く
が
求
め
て
き
た
分
離
独
立
を
与
え
て
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一
－

（105）　「非独立」への道

く
れ
た
で
し
よ
う
。
し
か
し
も
う
一
方
で
は
、
そ
れ
は
人
々
を
二

度
と
脱
出
の
望
め
な
い
よ
う
な
極
端
な
貧
困
へ
追
い
込
む
も
の
で

し
た
。
タ
イ
デ
イ
ン
グ
ス
独
立
法
案
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
を
独
立
さ

せ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
々
を
経
済
的
貧
困
へ
と
縛
り
付
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

も
の
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
訴
え
て
い
る
。
P
P
D
の
そ
の

後
の
経
過
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
「
非
独
立
」
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
確
立
し
て
い
く
歴
史
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
述
懐
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
萌
芽
は
、
す
で
に
「
ス
テ
イ
タ
ス
は
争
点

で
は
な
い
」
と
し
た
四
〇
年
の
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
に
看
取
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
現
代
に
お
い
て
独
立
問
題
と
は
「
民
族
自
決
の
尊
厳
」
の
み
で

は
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
複
雑
な
問
題
を
提
起
す
る
。
そ
の
大
き

な
要
因
が
「
経
済
問
題
」
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
大
衆

化
す
る
政
治
が
、
生
活
に
密
着
し
た
イ
シ
ユ
ー
を
優
先
さ
せ
、
経

済
優
先
主
義
に
よ
っ
て
独
立
の
理
想
が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
さ
れ
る
。

島
喚
の
独
立
問
題
は
、
島
喚
が
本
土
へ
突
き
つ
け
る
植
民
地
主
義

批
判
の
矛
先
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
本
土
が
島
喚
へ
突
き
つ
け
る

難
題
、
さ
ら
に
は
島
喚
自
身
が
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
内
な
る
デ
ィ

レ
ン
マ
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
こ
の
四
〇
年
の
選
挙
は
体
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
…
。
量
蜆
≧
募
彗
一
ぎ
き
ミ
ぎ
§
雨
き
ミ
§
『
§
雨
防
δ
ミ

　
ミ
ト
ミ
吻
き
§
N
き
ミ
s
（
2
①
ミ
く
o
鼻
一
↓
烹
＞
冒
o
ユ
o
彗
＝
■

　
σ
冨
、
㌣
。
一
ぎ
旨
巨
§
巨
員
曇
卜
）
』
竃
こ
『
ぎ
第
ぎ

　
ト
§
的
s
ミ
ミ
き
§
一
㌧
曇
段
o
ぎ
§
－
吻
、
s
ξ
県
き
ミ
δ
き
8
げ

　
蔓
§
g
昏
§
o
ミ
o
b
§
g
§
§
§
“
（
ω
彗
旨
彗
一
勺
罵
ユ
o

　
雪
8
、
向
姜
。
、
邑
匿
旦
一
島
8
）
一
思
二
霊
・
ぎ
『
匡
彗
8
p

　
ミ
ミ
δ
き
s
一
ト
§
』
g
き
邑
雨
鶉
（
z
o
く
く
o
鼻
一
≧
守
＆
＞
．

　
宍
自
o
℃
－
ε
①
o
）
一

（
2
）
旨
婁
ω
－
．
暑
頁
ぎ
§
ミ
。
婁
一
§
ミ
き
§
寒
。
ξ
■

　
吻
ミ
富
ミ
§
ミ
9
§
零
§
巨
o
§
“
ミ
雲
b
§
g
§
§
§
二
勺
ユ
篶
而
－

　
一
昌
・
2
①
妻
宕
易
ξ
一
零
；
8
一
昌
〇
三
く
－
零
9
ω
L
墨
①
）
1

（
3
）
　
ム
ニ
ヨ
ス
．
マ
リ
ン
財
団
に
よ
つ
て
設
立
さ
れ
た
文
書
館

　
（
向
、
。
註
o
δ
目
「
9
ω
峯
昌
g
ζ
萱
目
一
＞
冒
巨
く
易
巨
尿
竃
昌
o
N

　
ζ
蚤
『
＞
－
く
竃
）
は
、
首
部
サ
ン
フ
ア
ン
か
ら
程
近
い
ト
ル
ヒ

　
ー
ジ
ヨ
．
ア
ル
ト
に
あ
り
、
ム
ニ
ヨ
ス
・
マ
リ
ン
の
邸
宅
も
そ
の
ま

　
ま
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
回
想
録
の
出
版
も
進
行
中
で
あ
る
。

　
ピ
、
一
、
ζ
暮
o
、
ζ
凹
・
ざ
き
§
o
き
㍗
㌧
ミ
o
ミ
雲
も
“
§
s
一

　
』
婁
，
－
凄
o
（
ω
彗
旨
彗
㌔
烏
ユ
o
雲
8
一
〇
目
～
雪
血
己
ぎ
5
討
冨
－

昌
呈
彗
ニ
ニ
§
ε
穿
P
一
§
）
一
§
§
§
2
§
ご
§

　
（
ω
印
コ
o
o
昌
彗
一
～
葦
o
雪
8
一
；
一
毒
富
巳
邑
5
げ
冨
昌
堅
畠
－

　
目
o
o
o
勺
一
』
彗
8
カ
｝
o
o
」
8
～
）
．

（
4
）
　
拙
稿
「
ヌ
ェ
ボ
・
ト
ラ
ト
（
里
Z
畠
く
o
↓
冨
8
）
－
プ
ェ
ル

　
ト
リ
コ
に
お
け
る
ニ
ユ
ー
デ
イ
ー
ル
」
『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
三
〇
号
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（
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

一
5
一
；
。
…
ω
春
葦
姜
一
、
§
§
肉
ぎ
曽
き
§
。
吻
き
§

き
§
b
§
二
〇
g
篶
睾
…
？
o
目
～
①
邑
q
g
ヨ
o
ユ
旨
睾
o
閉
9

曇
〇
一
『
量
．
呉
ξ
妻
ξ
斥
一
冒
O
§
勺
・
萎
L
婁
一
ら
O
・

　
N
｛
O
－
N
蜆
－

一
6
一
麦
。
巨
ピ
』
雰
§
ぎ
ミ
こ
§
ミ
き
、
。
ミ
ト
・

　
さ
ぎ
9
↓
ぎ
き
葛
甘
ド
ぎ
§
§
』
b
§
吻
し
§
．
§
（
z
o
峯
k
o
『
汀

　
2
冒
o
目
　
俸
　
ω
o
ゴ
目
ω
冨
『
一
δ
蜆
ω
）
一
〇
P
蜆
卜
一
．
蜆
ト
o
〇
一
勺
『
軸
目
斥
　
O
巨
o

　
○
呉
o
＝
一
・
冒
宗
混
己
彗
o
o
肉
＆
g
冨
F
勺
篶
二
〇
雪
8
凹
目
μ
；
o

　
↓
く
2
晶
閉
雪
＝
o
片
－
竃
9
．
．
曽
亀
§
ざ
』
§
ま
、
き
、
δ
き
。
一

カ
§
ぎ
’
く
。
；
賞
誉
昌
（
一
婁
）
一
睾
爵
，
ξ
な
お
フ
イ
リ
ピ

　
ン
の
独
立
問
題
は
、
中
野
聡
「
与
え
ら
れ
た
独
立
へ
の
道
－
独
立
法

　
問
題
を
め
ぐ
る
米
比
関
係
史
の
研
究
（
一
九
二
四
－
四
六
）
」
（
一
橋

　
大
学
博
士
学
位
論
文
）
を
参
照
。

（
7
）
　
「
連
邦
加
入
が
か
な
わ
な
い
な
ら
ぱ
独
立
も
あ
り
う
る
」
と
い

　
う
の
は
当
時
の
連
邦
加
入
派
の
目
ジ
ソ
ク
で
も
あ
っ
た
。
o
g
o
＝
一

　
・
－
己
署
o
邑
彗
8
寄
盲
g
①
只
．
．
毫
．
竈
．
買
亀
一
き
s
　
ぎ
き

　
§
§
§
＞
肩
＝
貰
畠
罫
p
。
。
一
竃
算
箒
ミ
9
ぎ
ミ
δ
き
o
§
ま
ミ
．

　
ミ
o
夕
o
o
－
N
蜆
①
－
N
蜆
o
o
－

（
8
）
き
§
ぎ
碁
§
§
夕
言
・
＝
二
〇
参
二
一
慧
慧
姜
一

　
、
害
ミ
ざ
完
ざ
S
ミ
曽
ミ
ざ
8
一
〇
℃
－
N
雷
－
N
署
・

一
9
一
＞
；
竃
』
§
雪
ω
一
婁
こ
一
ご
．
勇
竃
、
コ
。
、
竃
印
旨

　
き
§
O
ま
S
㎞
h
－
O
O
b
喝
山
㎏
へ
9
0
」
㎝
㌣
冨
9

（
1
0
）
　
宛
o
9
ユ
峯
．
＞
目
註
鶉
昌
一
き
『
～
ぎ
ミ
募
ぎ
き
雨
、
－
。
き
。
o

　
（
。
。
雪
↓
。
貝
O
警
…
訂
一
ぎ
き
邑
旨
毒
ω
ξ
～
。
ω
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
お
雷
）
一
P
竃
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

（
1
1
）
　
こ
の
時
期
の
政
界
は
「
カ
ウ
デ
イ
リ
ス
モ
（
。
印
、
2
冒
、
目
。
一

　
ボ
ス
支
配
）
」
と
い
わ
れ
る
、
党
首
に
よ
る
強
力
な
党
支
配
が
一
般

　
的
で
一
党
首
の
交
代
に
よ
る
離
合
集
散
は
二
〇
年
代
に
も
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
一
世
紀
転
換
期
に
米
国
支
配
へ
と
移
つ
て
以
後
、
留
学
の
経
験

　
な
ど
米
国
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
世
代
が
政
界
で
中
心
的
な
役
割

　
を
果
た
す
よ
う
に
な
う
た
点
で
も
、
四
〇
年
前
後
の
指
導
者
の
入
れ

　
替
わ
り
は
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ウ
た
と
い
え
よ
う
。

　
＞
己
宰
ω
o
p
き
『
セ
ぎ
－
§
s
一
p
轟
一
忌
；
彗
｛
o
宙
旨
3
↓
o
『
〇
一

　
史
s
9
§
竃
k
盲
§
ざ
ε
　
巨
雨
き
ミ
δ
　
嚢
8
（
ζ
ξ
品
忌
N
・

　
勺
＝
胃
8
智
8
一
向
2
ε
ユ
凹
二
ω
亘
冨
ミ
）
一
〇
p
お
〒
一
違
・

一
1
2
一
〇
暴
ぎ
二
；
9
曇
巨
ω
①
ω
ω
・
・
言
、
二
ω
し
嚢
・
暑
・

　
㎝
㊤
N
蜆
－
蜆
㊤
M
↓
一

（
1
3
）
嚢
ミ
§
き
一
ピ
…
o
9
曽
ま
言
一
6
忌
お
さ
P
3
＞
奏
。
目
・

　
言
．
一
き
ミ
ぎ
き
雨
、
o
ミ
ミ
8
一
〇
〇
」
望
⊥
ω
蜆
・

一
1
4
一
；
m
…
冒
ξ
貴
、
．
；
①
竃
O
與
、
耐
王
害
。
二
。

　
雪
貴
・
§
値
』
§
雨
き
§
き
さ
ミ
婁
（
忌
σ
『
畠
ミ
H
竃
o
）
ら
p
－
ω
①
．

　
匡
－
・
ヒ
バ
ロ
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
の
研
究
調
査
に
よ
つ
て
実
態

　
と
し
て
把
握
さ
れ
、
「
再
発
見
」
さ
れ
て
い
る
。
－
O
瓢
ρ
閑
O
ω
凹
ユ
P

　
§
軸
b
§
g
g
§
§
－
呉
き
“
、
§
『
δ
§
o
§
ミ
ぎ
さ
s
ミ
ミ
餉
ト
甘
－
｛
．

　
昏
き
δ
s
ミ
』
ω
8
膏
ε
（
ヨ
o
、
一
＆
冨
ω
㌔
篶
斗
o
ヨ
8
一
⊂
目
｛
き
邑
．

　
ξ
o
↓
勺
冨
二
〇
雪
8
し
o
曽
）
－

（
1
5
）
　
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
お
け
る
島
議
会
議
員
の
選
挙
は
四
隼
に
一
度
、

　
総
て
の
議
席
に
つ
い
て
争
わ
れ
る
。
上
院
は
七
地
区
か
ら
二
名
ず
つ

　
と
・
比
例
代
表
五
名
の
計
一
九
議
席
、
下
院
は
三
五
地
区
か
ら
各
一



「非独立」への道（107）

　
　
名
ず
つ
と
、
比
例
代
表
四
名
の
計
三
九
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
プ
エ

　
　
ル
ト
リ
コ
議
会
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
男
ま
口
↓
o
員
§
s
9
§
s

　
　
｝
盲
§
8
2
＝
彗
q
奉
竺
ω
（
Q
彗
彗
與
；
姜
o
『
）
一
き
ミ
o
き
s

　
　
肉
汀
o
邑
o
S
き
o
“
■
o
o
沖
（
尋
｝
ω
す
－
コ
胴
一
〇
H
一
一
U
l
O
．
一
－
目
血
巨
↓
＝
芹
o
　
『
O
『

　
　
；
①
O
o
ヨ
O
彗
凹
饒
く
o
ω
ε
q
｝
O
叶
、
o
；
一
〇
巴
ω
苫
訂
昌
μ
冨
①
o
o
）
を
、

　
　
政
党
史
と
し
て
、
＞
邑
宰
ω
昌
一
き
「
営
き
ミ
｝
富
を
参
照
。
ま
た
統

　
　
計
資
料
と
し
て
、
戸
ω
」
〕
名
彗
↓
昌
彗
一
〇
『
O
O
昌
昌
雪
8
一
｝
…
o
昌

　
　
O
↓
O
o
目
ω
＝
9
ω
｝
H
§
耐
S
“
｝
O
“
昌
吻
S
｝
9
“
き
雨
S
ミ
雨
、
ω
§
膏
－
．
・
』
凄
S

㌧
雪
§
§
§
ぎ
き
ま
s
§
～
曽
蜆
嚢
之
§
二
ξ
葦
畠
↑
昌

　
　
U
．
O
。
一
Ω
巾
〇
二
〇
お
）
を
、
法
制
度
の
資
料
と
し
て
、
O
ヨ
o
①
o
－

　
　
O
o
昌
昌
5
目
ミ
①
o
＝
す
o
片
勺
＝
o
ユ
o
カ
｛
o
o
（
O
O
勺
宛
）
一
b
o
o
畠
§
雨
曽
雪
o
曽

§
9
蔓
ぎ
ぎ
ミ
§
g
。
ミ
ミ
き
ミ
δ
峯
s
（
老
麸
巨
畠
一
〇
p

　
　
U
・
O
∴
O
ヨ
o
⑭
O
↓
O
O
－
自
≡
O
目
ミ
o
団
；
＝
O
↓
勺
一
』
o
ユ
O
勾
ざ
P
－
o
蜆
応
）

　
　
を
利
用
し
た
。
P
P
D
勢
力
の
弱
い
地
域
に
は
共
通
性
が
見
え
に
く

　
　
い
が
、
一
九
世
紀
以
来
コ
ー
ヒ
ー
生
産
に
よ
っ
て
繁
栄
し
た
北
西
部

　
　
地
域
に
お
い
て
反
P
P
D
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
原
因
と
し
て
は
ア
ン

　
　
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
四
〇
年
代
以
降
の
研
究
が
、
地
元
「
カ
シ
ー
ケ

　
　
（
0
9
且
焉
）
」
（
地
域
の
ボ
ス
）
の
影
響
力
と
の
関
違
を
指
摘
し
て

　
　
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
生
産
の
中
心
地
ラ
レ
ス
（
－
彗
窃
）
は
、
一
九
世

　
紀
の
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
革
命
「
ラ
レ
ス
の
叫
ぴ
（
里
①
q
ユ
8

　
箒
－
彗
窃
）
」
事
件
で
有
名
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
産
業
と
リ
ベ
ラ
ル

党
勢
カ
の
関
連
に
つ
い
て
も
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
＞
目
－

ま
屋
昌
一
き
ミ
ま
ミ
｝
員
暑
－
窒
－
鼻

（
1
6
）
　
ζ
昌
o
N
ζ
胃
貝
き
§
o
ミ
ぎ
こ
婁
－
－
凄
〇
一
〇
」
鼻
三
〇
年

代
の
政
治
的
変
化
と
プ
エ
ル
ト
リ
コ
糖
業
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

　
　
別
途
論
考
を
予
定
し
て
い
る
。

（
1
7
）
＞
葦
彗
二
・
－
一
ぎ
二
曽
§
き
・
募
夕
暑
－
曇
－
曇
一

　
　
霊
畠
昌
一
き
ミ
O
§
§
暑
．
－
竃
－
旨
ム
ー

一
1
8
）
；
眈
彗
冒
夢
員
．
ω
：
暮
易
彗
胃
員
．
曽
婁
§

　
　
雲
…
墨
曾
一
曇
畠
宗
葦
一
；
二
§
一
暑
ー
工
一
き
ζ
≦

　
　
留
8
6
目
9
ω
雪
討
†
＝
．

（
1
9
）
書
ぎ
・
§
言
き
§
き
・
こ
嚢
－
』
§
ら
o
1
嚢
－
§
．

（
2
0
）
．
、
里
§
募
o
姜
ぎ
冒
窃
一
竃
自
．
家
畠
．
一
．
．
曽
ミ
§
○
。
1

　
　
ε
耳
①
ま
曇
P
＞
－
ζ
≦
ω
9
0
雪
P
ω
而
ユ
ニ
；
＝
－

（
2
1
）
き
§
さ
暴
妻
雨
吻
二
ξ
員
§
P
o
≒
ぎ
写
§
一

　
き
『
ミ
ま
ミ
ぎ
一
君
．
望
よ
蜆
．

（
2
2
）
彗
蔚
二
・
．
一
き
き
ミ
ぎ
き
・
、
§
夕
君
．
§
－
嚢
．

（
2
3
）
竃
昌
畠
書
量
き
§
茗
．
富
こ
§
－
§
β
P
；
ら
巨
ブ

○
曇
彗
一
ξ
き
導
シ
き
き
轟
’
ぺ
§
§
峯
o
§
き
眈
§
§
｝

§
き
§
・
き
§
さ
き
9
§
§
§
§
塞
§
こ
§
（
雰
・
蚕
而
i

⊂
邑
く
姜
ξ
9
9
一
5
昌
一
軸
零
婁
二
嚢
）
一
暑
．
§
－
N
S
一
ぎ
一

ま
鶉
昌
一
き
ミ
き
§
員
暑
．
寒
－
蜆
蜆
－

（
2
4
）
－
身
書
饒
冨
婁
・
貝
、
U
馨
；
＝
。
o
。
；
彗
墨
巨
①
巨
o

旦
暮
。
8
ぎ
9
旨
ε
ω
一
．
．
寡
2
曇
o
8
昌
篶
茎
。
君
『

；
尿
ζ
昌
富
§
・
貝
〇
一
豆
饅
旦
冊
…
饒
畠
雪
く
竃
二
↓
ま

旨
＝
o
ま
曇
一
』
彗
彗
ε
一
募
ら
篶
書
雪
8
一
き
ζ
≦
巳
。
8
一

〇
δ
自
9
ω
①
ユ
O
＝
1

一
順
綴
議
鱗
浦
順
誓
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